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目 的　 日本は 世 界Ｋ 例を 見 ない スピ ードで高 齢化 社会Ｋ 向 ってい る。 五人K 一 人が老 人

に なる時 代の 介護 の手、 三人 の就労 者で 一人 の老 人を 養 わねば なら 左い時 代 の経済を 考え

る と、従 来の家 族関 係や 経済 通念-では い ろいろ の問 題を 解決す るこ とは 難し卜 。そ こで血

縁に 関係 なく生 き方 に共 感し た者が、 協力 し助け 合 って、 協合 家族 とし て家 族の機 能を果

たす と共 に、そ の 裏付け とし て時 間を 単 位とし た、 第三 の経済 の流 通を 試みた 。

方 法　 実 験を 試 みて満 十年、 北 海道 か ら沖 縄t で全 一国Ｋ 約三 千八 百余名 、 アメ リカ他 三

ケ国 に十八 名 の、 十代か ら七 十代ま で の女性 の ライフサ イク ルの遮い を 活用し、 純粋な ボ

ラン テ ィア活 動約四 十五 万時 間、会員 相 互の助け 合い（ 出 産、 託児、 看 病、 老 人 の介護等

）約 一万 五千時 間 の実践 の結果 、月 二時 間以上 の ボラン テ ィア活動 で連 帯感を 強め、 産湯

の世 話か らシ モの世話 に至 るま で、 家 族として の機 能を果 たし 得るこ と が確認 で きた。

結果　 会員 資格 の一つ であ る、 月 二時 間以上 の 純粋 次*･ ラン テ ィア活 動をす るこ とＫ よ

って、 時 間の 使｡い方 が上 手に な わ、一 日 三時 間 ～四時 間 の余暇を 計画的 に活 用 す れば 、一

週 間に三時 間 ～六時 問、 社会 のため に使 って も生 活 匝差支 え ない 実力 を 養成す るこ とが で

きる 。一時 間 一点 とい う第三 の経済ば 時 間 の質 ”を 向 上させ 、十年 間 流通し イン フレ の

ない 安定 感を 与え てい る。　日 本の高 校生以 上 の者が 、一 週間に 三時 間～ 六時 間老 人の介 護

を心 掛け れば 、 世界 に例 のない 速度 で来る高 齢 化社会 を乗!）切 るこ とが で きる 筈であ る。


